
（表１） 平成30年度

国立国際医療研究センター国府台病院における教育の概要  【ラダーレベル毎の目標】

教育目的　　国立国際医療研究センター国府台病院が提供する医療を理解し、専門職業人としての認識を高め、質の高い看護サービスを提供できる看護師を育成する

教育目標　　１．国立国際医療研究センターおよび看護部の理念や方針を理解し、実践できる能力を養う

　　　　　　２．EBNに基づいた専門知識と看護技術・判断力を持ち。問題解決する能力を養う　　　　　　　　　

　　　　　　３．看護の質を向上するため、管理能力を高め教育や研究活動に取り組む態度を育成する

　　　　　　４．看護師として高い倫理性を備え主体的に学び、自己研鑽する態度を養う

ニーズをとらえる力 ケアする力 協働する力 意思決定を支える力 倫理 看護観 看護の評価 教育 研究 組織目標 業務・経営
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レ
ベ
ル
Ⅳ

ケアの受け手
や状況を統合
しニーズをと
らえる

様々な技術を
選択・応用し
看護を実践す
る

ケアの受け手
を取り巻く多
職種の力を調
整し連携でき
る

ケアの受け手
や周囲の人々
の意思決定に
伴うゆらぎを
共有でき、選
択を尊重でき
る

倫理的問題の解決
に向け、権利擁護
に向けた行動を取
る

倫理的視点に基
づく看護実践の
役割モデルとし
ての行動をする

自己のキャリ
ア形成を明確
にし、役割モ
デルを果たす

自部署のケア
の評価を行
い、看護の質
を高めるため
の方策をス
タッフ巻き込
んで取組める

自部署でス
タッフが主体
的に後輩を育
てる環境（教
育計画）を整
える

看護研究に取
り組み発表す
る

自部署の課題
へ向けて他部
門と調整しな
がら解決行動
が取れる

自部署の安
全・感染予防
管理に関する
問題提起を
し、改善策を
提案する

レ
ベ
ル
Ⅲ

ケアの受け手
や状況の特性
をふまえた
ニーズをとら
える

ケアの受け手
や状況の特性
をふまえた看
護を実践する

ケアの受け手
やその関係
者、多職種と
連携ができる

ケアの受け手
や周囲の人々
に意思決定に
必要な情報提
供や場の設定
ができる

看護倫理上の
問題に気づ
き、問題提起
する

日々の経験を
意図的に看護
実践に活か
し、自己の看
護観を高める

ケアの評価を
行い、看護の
質向上に向け
た改善の手立
てを提案する

看護学生・後
輩の学習を支
援する

キャリア形成
についての展
望を持ち、自
己研鑽する

自部署のケア
の評価を行
い、看護の質
を高めるため
の行動がとれ
る

看護学生・後輩
の指導者として
の役割を果たす

看護研究に取
り組む

自部署の目標
達成へ向けて
看護メンバー
に対してリー
ダーシップを
発揮する

業務改善に取
り組む

安全に関する
事実の追究と
問題分析・感
染予防管理に
関する自部署
の課題に気づ
ける

レ
ベ
ル
Ⅱ

ケアの受け手
や状況のニー
ズを自らとら
える

ケアの受け手
や状況に応じ
た看護を実践
する

看護の展開に
必要な関係者
を特定し、情
報交換ができ
る

ケアの受け手
や周囲の人々
の意向を看護
に活かすこと
ができる

看護倫理上の
ジレンマを表
現する

国府台病院・看護
部・自部署の目標
を理解し、目標達
成に向けて行動す
る

医療用消耗
品・医療用機
器を管理する

自己の看護実
践を意味付で
きる

自部署の目標
達成のために
役割遂行する

診療報酬と看
護実践の関連
について理解

する

からだを
看る看護

医療安全・感染対策

安全対策の実施・
感染予防管理に基
づいた行動が取れ
る

レ
ベ
ル
Ⅰ

助言を得てケ
アの受け手や
状況にニーズ
をとらえる

助言を得なが
ら安全な看護
を実践する

関係者と情報
共有ができる

ケアの受け手
や周囲の人々
の意向を知る

患者の視点で
看護を考える

支援を受けな
がら自己の看
護を振り返る

看護ケアの質
の評価や改善
の必要性を理
解する

看護学生に自
ら声をかける

自己の看護の
振り返りを習
慣づける

ケアの向上の
ための改善点
に気づく

看護学生・後
輩の心身の変
化をきにかけ
る

自己の課題を
見出し文献等
で学習できる

文献、資料等で
日々の看護に必要
な知識を得る

国府台病院・看護
部・自部署の目標
を知る

コスト意識を
持つ

安全管理・感染予
防体制を理解し、
助言を得て行動す
る

こころを
看る看護

看護の核となる実践能力

管理・教育 問題解決・研究 国府台病医院職員としての役割・責務の遂行 国府台病院の専門性
看護の知識・技術 看護倫理・キャリア形成


